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推薦システムを改良する

•提案：複数のアプローチを組合せで、パフォー
マンスを上回させる

•使ったデータ：映画レコメンド用のデータセッ
ト

一つの軸がユーザID もう一つの軸は映画ID

要素：各ユーザの各映画に対してレーティング

行列：行列は疎行列です



二値行列を用いたレコメンド

• ユーザ：点数を付けた映画を１、点数を付けていない
映画を０とします 映画のスコアを予測することが
できる

• 手順：

• 各ユーザごとに、他のユーザを似ている順にランク付けします。ユーザ
の「似ている度合い」を計測するために、二値行列から相関係数を計算
する

• その特定の映画に点数をつけている類似ユーザが存在すれば、そのスコ
アを報告します。



二値行列を用いたレコメンド

各ユーザに対して最近傍法のユーザを選び出すことができる



二値行列を用いたレコメンド

RMSEを２０％減らすことができる

映画の点数を付ける回数が多ければ多いほど、予測の精度はよくなります



類似映画について考える

•ユーザUの映画Mに対するレーティングを予測
する場合、映画Mに最も似ている映画と同じ
レーティングを結果とすることができる

手順：

映画の類似行列を計算する

類似行列を基に、ユーザと映画の各組
み合 わせについて予測する



類似映画について考える

この行列に基づいて、映画のレーティングを予測する関数を定義する



複数の手法を組み合わせる

加重平均を用いて、各予測が
予測したレーティングと
決められた重みの積をすべて
足し合わせた値を最終の予測
レーティングとする



バスケット分析

• 分析で扱うデータは、とのアイテムが一緒に購入されているか
（気に入ったかどうかという情報は必要ありません）



スーパの買い物かごを分析する

• データの中身：数字の集合として構成される

• 統計データを算出する：

• ほんの数回しか購入されない商品がたくさん存在する

• アプリオリ・アルゴリズム：ある集合を多数集めたものを入力として受
け取り、結果として、よく起こる組み合わせの集合（閾値より大きい支
持度を持つ組み合わせなるアイテム集合）を返します。

最小の支持度：アイテムが同時に購入された回数

閾値として設定する必要がある

目標：支持度の大きい組み合わせからなるアイテム集合を見つけ
ること



アソシエーション・ルール・マイニング

XであるならばYである

Xを買った人は、通常よりもYを買う傾向が高い

頻度集合からXとYの可能な組み合わせを試行することで たくさんのルールが作れる

ルールの有用性を評価する指標が必要

リフト値：通常の場合のYが買われる確率とルールを適用した場合のYが買われる確率の比率で表されます。

P(Y): Yが含まれるトランザクションが全トランザクションに占める割合

P(Y|X): YとX両方を含むトランザクションがXを含むトランザクションに占める割合

ベストセラーの商品だけをレコメンドするという問題を防ぐことができる



アソシエーション・ルール・マイニング
回数：トランザクションの数
結果の回数：結果だけに含まれる商品のトランザクション
条件の回数：条件だけに含まれる商品のトランザクション
条件と結果の回数：条件と結果に含まれる商品の
トランザクションの数

1378/1379/1380の商品を含むトランザクション
-> 80
1269の商品が含むトランザクション
-> 57

条件確率：57/80 -> 71%

全体の0.3のトランザクションにしか1269の商品
が含まれない



進んだバスケット分析

•買い物の順番を考慮に入れた手法：

•パーティーをやりたい人ゴミ袋を買う

•ゴミ袋を買うパーティー用品（X）

• 買い物の順番を推薦結果が影響を与える


